
松原市薬局アンケート H26 
集計と考察
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全アンケート回答人数は799 人
女性の回答者が多く、

40 歳以上の回答者が全体の約80% を占めた
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男女の数と割合
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各年代の数と割合
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平成26 年度アンケートは平成24 年度と比較して
男女比、合計数、年齢層はほぼ同じである
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694



Qể.ּף ךּ Ḵפּ︣

お薬手帳を「知っている」と答えた人が100 % に近づいた
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聞いたことはあるがよく知らない

90%
平成
24 年
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Q2.ּף ךּ Ḵפּ︣
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お薬手帳を持参する人は半数以上になった



Q3.ּף ךּ פּ לּ Ḵ

回答件数は215 件
手帳の有用性をさらに説明する必要がある

飲み合わせや

飲んでいる薬を確認

できる94%
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その他の意見
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ジェネリック医薬品を知っている人は約8割になった
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ジェネリック医薬品を利用したい人は半数を超えた
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Q6. お薬が正しく飲めない時、服薬支援として
「一包化」サービスを利用したいですか？
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︣Ḯ

「はい」と答えた人の割合は45% であり、約

半数は一包化を利用したいと考えているが、
約3割の人が「わからない」と答えている

「一包化」の説明が必要



Q6. お薬が正しく飲めない時、服薬支援として
「一包化」サービスを利用したいですか？



Q7. お薬の管理が困難になった時に、
「薬剤師による在宅訪問」を希望しますか？
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︣Ḯ 「わからない」と答えた人の割合が最も多い
一般的に認知されていない、将来の事は

わからないという理由が考えられる

「薬剤師による在宅訪問」の説明が必要



Q7. お薬の管理が困難になった時に、
「薬剤師による在宅訪問」を希望しますか？



お薬残っていませんか？



お薬の のみ忘れ のみ間違い ありませんか？



薬剤師の職能

「お薬手帳」
を持つ人が増える

薬剤師の業務が見えるようになる

「薬剤師による在宅訪問」
を理解する人が増える

薬剤師の職能を説明する

「お薬手帳」や「一包化」、「薬剤師による在宅訪問」の認知度が上がる

「一包化」
を理解する人が増える


